
各
支
部
を
中
心
と
し
た
「
舞
台
を

使
っ
た
催
し
」
と
、
会
員
や
家
族
、

知
人
へ
の
呼
び
掛
け
「
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
机
や
パ
ネ
ル
）
」
の
２
面
構
成
で

企
画
し
て
い
ま
す
。

舞
台
で
の
催
し
」
で
は
、
西
支
部

の
太
極
拳
表
演
、
城
北
支
部
は
中
国

語
で
唄
う
歌
、
中
河
内
支
部
は
楽
器

演
奏
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
、
練
習
も
始

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
胡
や
ス
オ

ナ
の
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
二
胡

伴
奏
と
京
劇
や
広
場
踊
り
、
ヤ
ン
コ

踊
り
で
出
演
さ
れ
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
品
は
、
絵

画
（
油
絵
・
水
彩
・
日
本
画
・
水
墨
・

き
り
え
）
や
写
真
、
書
道
、
工
芸
、

手
芸
、
絵
手
紙
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
員
、
家
族
、
知
人
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
戦
争
資
料
展
示
」
や
支
部
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
の
活
動
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。

な
お
、
搬
入
・
展
示
・
搬
出
は
出

品
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

準
備
等
の
経
費
は
各
自
で
ご
負
担
く

だ
さ
い
。
「
パ
ネ
ル
」
に
は
押
し
ピ

ン
等
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
養
生

テ
ー
プ
等
跡
の
残
ら
な
い
も
の
で
、

止
め
て
く
だ
さ
い
。

「
額
」
は
机
に
並
べ
る
か
、
イ
ー

ゼ
ル
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
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日
中
国
交
回
復
50
周
年

日
中
を
つ
な
ぐ
文
化
の
つ
ど
い

旧
日
本
軍
が
中
国
各
地
に
遺
棄
し

た
毒
ガ
ス
弾
な
ど
に
よ
り
、
今
な
お

中
国
や
日
本
国
内
に
お
い
て
、
多
く

の
方
が
重
篤
な
健
康
被
害
に
よ
っ
て

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
援
助
や
治
療
に
あ
た
っ
て
お

ら
れ
る
中
川
医
師
に
続
き
、
原
澤
医

師
に
精
神
科
の
立
場
で
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
戦
争
当
時
か
ら
、

非
人
道
性
が
指
摘
さ
れ
、
国
際
法
違

反
で
あ
っ
た
、
毒
ガ
ス
等
の
化
学
兵

器
や
細
菌
兵
器
を
日
本
軍
は
中
国
各

地
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

終
戦
時
、
そ
の
証
拠
隠
滅
の
た
め
、

土
中
や
河
川
や
池
な
ど
に
投
棄
し
て

き
ま
し
た
。
日
本
各
地
で
も
、
遺
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
遺
棄
兵
器
が
近
年
発
掘
さ

れ
、
そ
の
毒
性
に
よ
り
深
刻
な
健
康

被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

精
神
科
医
の
原
澤
医
師
か
ら
、
今
の

被
害
者
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
堺
支
部
・
藤
田
大
輔
）

お
話
し:

原
澤
俊
也
先
生

（
吉
田
病
院

精
神
科
医
師
）

12
月
10
日
（
土
）
２
時
半

堺
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
会
館

セ
ミ
ナ
ー
室
２

資
料
代：

５
０
０
円

〈
学
生
、
障
が
い
者
の
方
は
無
料
〉

主
催：

日
本
中
国
友
好
協
会
堺
支
部

支
部
最
大
行
事
は
何
と
言
っ
て

も
総
会
で
す
。
１
年
の
締
め
く
く

り
総
括
を
行
い
、
そ
れ
に
基
い
て

今
後
の
方
向
性
を
決
め
、
そ
れ
を

受
け
て
10
月
30
日
、
第
１
回
役
員

会
を
行
い
ま
し
た
。

本
部
主
催
行
事
で
も
あ
る
、
第

12
回
中
国
百
科
検
定
試
験
に
つ
い

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
総
会
に

お
い
て
も
12
名
中
６
名
が
百
科
検

定
に
つ
い
て
積
極
的
な
発
言
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
前
段
の
学
習
会

と
し
て
11
月
23
日
、
初
め
て
外
部

会
場
を
借
り
て
の
カ
レ
ン
ダ
ー
学

習
会
を
行
い
ま
す
。

年
２
回
の
開
催
で
す
か
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
学
習
会
で
す
。
テ
ー
マ
は

中
国
56
の
世
界
遺
産
か
ら
多
様
な

形
で
抜
粋
し
て
の
勉
強
で
す
。

12
月
４
日
恒
例
の
干
支
き
り
え

講
習
会
を
開
き
ま
す
。
府
連
主
催

文
化
の
つ
ど
い
に
は
エ
ン
ト
リ
ー

も
決
め
、
文
化
作
品
の
出
展
も
要

望
に
答
え
る
規
模
に
し
ま
し
た
。

組
織
強
化
の
取
り
組
み
に
も
力
を

い
れ
、
来
年
１
月
～
６
月
の
諸
行

事
も
決
定
し
、
大
き
な
自
信
を
つ

け
た
２
世
支
援
署
名
に
引
き
続
き

ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
意
識
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。

（
平
松

悦
雄
）

西
支
部

干
支
う
さ
ぎ

き
り
え
講
習
会

10
月
28
日
（
金
）
午
後
、
東
京
外

国
語
大
学

国
際
社
会
学
部

中
国
語

科
４
年
、
葉
色
広
香
さ
ん
の
訪
問
を

大
阪
府
連
事
務
所
で
受
け
ま
し
た
。

東
京
か
ら
の
来
訪
で
大
阪
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
目
的
は
卒

業
論
文
の
作
成
で
長
谷
川
テ
ル
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
、
８
月
に
府
連
あ

て
に
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
山
本
副

会
長
（
大
阪
経
済
大
學
名
誉
教
授
）

と
平
松
理
事
が
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
２
時
間
話
し
て
、
秋
に
は
直
接
訪

問
を
し
て
聞
き
た
い
と
の
こ
と
で
実

現
し
ま
し
た
。

葉
色
広
香
さ
ん
と
２
名
の
他
に
澤

田
さ
ん
（
著
書
長
谷
川
テ
ル
補
助
者
）
、

寺
島
関
西
大
學
名
誉
教
授
（
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
等
で
長
谷
川
テ
ル
で
は
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
）
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
対
応
し
ま
し
た
。

卒
論
は
す
で
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

担
当
教
官
に
も
見
せ
、
同
級
生
に
も

披
露
し
た
と
の
こ
と
で
、
教
官
か
ら

は
も
う
少
し
実
情
を
調
査
す
る
よ
う

に
、
同
級
生
か
ら
は
大
き
な
評
価
を

得
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

疑
問
点
等
の
質
問
を
受
け
、
資
料

等
渡
し
、
不
明
な
部
分
は
後
日
調
査

す
る
等
、
３
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。

表
題
部
分
で
少
し
見
解
の
違
い
は

出
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
検
討
し
て

み
る
と
の
見
解
を
出
さ
れ
概
ね
納
得

さ
れ
た
表
情
で
し
た
。
今
後
は
外
交

も
少
し
見
え
る
よ
う
な
場
で
働
か
れ

る
よ
う
で
、
テ
ル
が
臨
ん
だ
平
和
を

見
据
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
思
い
で

し
た
。

お
別
れ
に
は
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
を

渡
し
、
中
国
に
行
け
る
よ
う
に
な
れ

ば
是
非
行
き
ま
す
と
力
強
く
語
っ
て

い
た
だ
き
、
卒
論
を
胸
に
未
来
に
大

き
く
は
ば
た
く
こ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
平
松

悦
雄
）

堺
支
部

12
月
に
市
民
公
開
講
座

日
本
軍
が
遺
棄
し
た
毒
ガ
ス
被
害
の
現
状

関西ブロック会議

11月19日（土）

１３：３０～

国労会館１階
府連役員と

支部役員の参加を

要請します。

募
金
（
カ
ン
パ
）
を

お
願
い
し
ま
す

帰
国
者
や
留
学
生
と
学
生
は
無

料
に
な
り
ま
す
。

出
演
者
や
出
品
者
の
方
も
、
参

加
協
力
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
積
極
的
な
募
金
を
お
願
い

し
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
へ
の

「
作
品
」
を
募
集

東
京
か
ら
長
谷
川
テ
ル
の
調
査
で
来
阪

12
月
10
日
、
２
時
か
ら
ド
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
ミ
ニ
ー
・
ヴ
オ
ー
ト
リ
ン

南
京
よ
、
と
こ
し
え
に
」
の
上
映

と
「
国
際
安
全
区
で
命
を
か
け
た

人
た
ち
」
を
松
岡
環
さ
ん
が
講
演

し
ま
す

当
日
、
笠
原
十
九
司
さ
ん
（
都

留
文
科
大
学
名
誉
教
授
・
歴
史
学

者
）
が
安
全
で
な
か
っ
た
「
南
京

国
際
安
全
区
に
つ
い
て
」
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
参
加
さ
れ
ま
す
。

12
月
25
日
（
日
）

11
時
半
か
ら

エ
ル
・
お
お
さ
か

南
館
５
階
ホ
ー
ル

参
加
協
力
費

５
０
０
円

南
京
の
記
憶
を
つ
な

ぐ
映
画
と
講
演
の
会

北東アジアの平和と友好の旅
国内編＜台湾・沖縄の代行です＞
国内フィールドツアー

南京町（華僑博物館）～孫文記念館・

「道の駅みき」で昼食・買い物

加西 鶉野飛行場跡 SORAかさい博物館・防空壕

１２月９日（金）８時集合 11/21締め切り

国内旅行支援策 適用予定

ﾊﾞｽ貸切 移動 費用12,000 支援額 4,800



「
百
年
未
曽
有
の
大
変
動
」

「
百
年
来
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
変
動
期
」
と
い
う
中
国
の
国
際
情

勢
認
識
に
つ
い
て
は
、
府
連
通
信
で

す
で
に
何
度
か
解
説
し
て
き
ま
し
た
。

先
日
閉
会
し
た
中
国
共
産
党
第
20

回
大
会
で
も
何
度
も
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
「
百
年
来
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
変
動
期
」
と
い
の
は
、
地
球

規
模
の
問
題
が
多
発
し
、
世
界
の
不

安
定
性
、
不
確
実
性
が
増
し
て
い
る

と
い
う
中
国
の
大
局
観
を
示
す
言
葉

で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
筆
者
が
着
目
し
て
い
る

の
は
、
中
国
の
危
機
意
識
が
に
じ
み

出
て
い
る
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
始
ま

り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
引
き
継
が
れ

た
「
対
中
分
離
（
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
」

宣
言
と
「
対
中
包
囲
網
の
形
成
」
が

中
国
に
激
震
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。国

際
環
境
の
安
定
か
ら

不
安
定
へ

１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領

（
当
時
）
の
中
国
電
撃
訪
問
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
「
中
国
を
味
方
と
し
て

引
き
寄
せ
る
た
め
に
中
国
と
の
付
き

合
い
を
深
め
る
政
策
（
関
与
政
策
）
」

は
、
鄧
小
平
に
よ
る
「
韜
光
養
晦

（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）
」
（
能
あ

る
鷹
は
爪
を
隠
す
）
政
策
と
共
鳴
・

共
振
し
あ
っ
て
、
そ
の
後
40
年
の
長

期
に
わ
た
る
国
際
環
境
の
平
和
・
安

定
と
い
う
絶
好
の
条
件
を
中
国
に
も

た
ら
し
、
世
界
第
二
の
経
済
大
国
化

を
実
現
で
き
た
の
で
す
。

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
と
は
、
中

国
か
ら
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
国
際
環

境
を
失
う
大
事
件
で
あ
り
、
「
百
年

来
未
経
験
」
と
い
う
く
く
り
に
そ
の

衝
撃
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
政
策
の
分

か
り
や
す
い
展
開
は
、
安
全
保
障
体

制
、
軍
事
面
で
中
国
を
敵
視
し
、
孤

立
さ
せ
る
動
き
で
す
。

ア
メ
リ
カ
主
導
で
同
盟
国
を
動
員

す
る
ク
ア
ッ
ド
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
・
米
日

印
豪
）
オ
ー
カ
ス
（
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
・

米
英
豪
）
な
ど
対
中
包
囲
網
（
イ
ン

ド
太
平
洋
戦
略
）
が
構
築
さ
れ
、

「
台
湾
有
事
」
を
煽
り
た
て
な
が
ら

共
同
軍
事
訓
練
が
日
常
化
し
て
い
ま

す
。対

中
包
囲
網
は
経
済
面
へ
も

最
近
の
特
徴
は
安
全
保
障
、
軍
事

面
に
止
ま
ら
ず
、
目
に
は
見
え
に
く

い
「
経
済
安
全
保
障
」
体
制
が
、
じ

わ
じ
わ
と
中
国
を
絞
め
あ
げ
つ
つ
あ

る
こ
と
で
す
。
軍
事
技
術
に
直
結
す

る
半
導
体
や
先
端
技
術
が
中
国
に
流

れ
込
む
の
を
防
ぐ
と
い
う
名
目
で
、

「
禁
輸
」
や
経
済
制
裁
の
対
象
を
中

国
先
端
企
業
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
（
華
為

集
団
）
だ
け
で
な
く
無
制
限
に
広
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
国
が
世
界
第
２
の
経
済
大
国
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
各
国
経
済

と
「
世
界
の
工
場
」
「
世
界
の
市
場
」

と
し
て
の
中
国
と
間
に
、
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
部
品
の
相
互
供
給
網

が
結
ば
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
は
や
り
の
経
済
用
語
で
は
「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」
で
す
。
こ
れ
を

断
ち
切
っ
て
中
国
経
済
を
マ
ヒ
さ
せ

よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
ド
イ
ツ
は

中
国
と
対
話
へ

中
国
は
当
然
「
習
近
平
一
強
体
制
」

を
固
め
、
軍
事
・
経
済
両
面
で
国
内

を
引
き
締
め
「
中
国
は
ひ
と
つ
」

「
台
湾
独
立
許
さ
ず
」
と
強
面
（
コ

ワ
モ
テ
）
外
交
で
対
抗
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
目
を
広
げ
れ

ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
は
じ
め
「
対

中
包
囲
網
」
と
軍
事
的
対
立
に
は
背

を
向
け
、
対
話
と
融
和
の
地
域
包
摂

的
協
力
の
拡
大
に
努
め
る
国
々
が
多

数
存
在
し
て
い
ま
す
。

折
し
も
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
し
た
結
果
、
石
油
・
天

然
ガ
ス
供
給
を
遮
断
さ
れ
苦
境
に
あ

る
ド
イ
ツ
か
ら
も
、
首
相
と
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
な
ど
独
企
業
が
大

挙
訪
中
、
中
国
と
の
経
済
連
携
強
化

の
折
衝
に
入
っ
て
い
ま
す
。
中
国
が

融
和
と
協
力
の
音
頭
を
取
れ
ば
世
界

は
響
く
、
中
国
は
こ
の
面
も
大
事
に

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
（
山
本
恒
人
）
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10
月
28
日
（
金
）
５
時
半
か
ら
第

３
回
城
北
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
18
名
で
し
た
。
粟
田

事
務
局
次
長
を
議
長
に
選
出
し
、
佐

藤
支
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
山
本
府
連
副
会
長
に

「
中
国
最
新
事
情
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
閉
会
し
た
ば
か

り
の
中
国
共
産
党
第
20
回

大
会
の
内
容
と
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
分
析
さ
れ
ま
し
た
。

西
脇
副
支
部
長
に
よ
る

議
案
報
告
、
森
脇
事
務
局

長
に
よ
る
会
計
報
告
の
後
、

質
疑
に
入
り
、
５
名
の
方
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
（
梶
さ
ん
）
「
私

の
中
国
と
の
接
点
は
、
若
い
頃
読
ん

だ
漫
画
『
キ
ン
グ
ダ
ム
』
で
知
っ
た

始
皇
帝
で
し
た
」
、
（
難
波
さ
ん
）

「
王
希
奇
の
描
い
た
『
１
９
４
６
』

を
見
て
戦
争
の
悲
惨
な
場
面
を
思
い

出
し
た
」
、
（
柳

さ
ん
）
「
７
月
に

百
科
検
定
・
初
級

を
受
験
し
、
知
る
こ
と
の
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。
12
月
の
３
級
め
ざ
し
て

頑
張
り
ま
す
」
、
（
森
脇
さ
ん
）

「
こ
の
間
、
５
回
の
中
国
映
画
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。
『
活
き
る
』
で
は
、

政
治
の
変
動
に
振
り
回
さ

れ
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く

活
き
る
庶
民
が
描
か
れ
て

い
て
感
動
し
ま
し
た
」

「
第
20
回
党
大
会
の
報
道

を
見
て
怖
く
な
る
。
国
民

レ
ベ
ル
の
交
流
が
ま
す
ま

す
重
要
だ
と
思
う
」
、

（
藤
崎
さ
ん
）
「
20
年
程

前
、
中
国
の
山
村
に
学
校

を
建
設
し
教
育
支
援
す
る

運
動
に
約
10
年
間
関
わ
っ
た
。
私
の

人
生
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
で
す
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら

し
い
発
言
で
し
た
。

議
案
、
会
計
報
告
を
提
案
通
り
確

認
し
、
井
上
世
話
人
の
閉
会
あ
い
さ

つ
で
終
了
し
ま
し
た
。(

西
脇
義
彦)

「
河
内
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
の
例

会
を
10
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
国
の
三
国
志
時
代
、

日
本
が
倭
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
「
魏
志
倭
人
伝
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
国
と
日
本
の
関
り

の
あ
る
最
も
古
い
文
献
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

邪
馬
台
国
が
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
？
卑
弥
呼
は
だ
れ

か
？
大
和
権
力
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
？
な
ど

多
く
の
疑
問
が
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
古
く
は
江
戸
時
代
か

ら
今
日
ま
で
機
内
大
和
説
と
九
州
説

と
論
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
機
内
大
和

説
は
、
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
、
卑

弥
呼
の
墓
は
箸
墓
古
墳
、
九
州
説
は

九
州
の
北
部
地
域
に
邪
馬
台
国
が
存

在
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

皇
国
史
観
や
、
古
事
記
・
日
本
書

紀
（
５
０
０
年
後
に
書
か
れ
た
）
を

正
し
い
と
し
て
、
歴
史
的
文
献
を
都

合
の
良
い
よ
う
に
誤
記
だ
と
改
変
し

て
い
ま
す
。
改
め
て

原
文
に
忠
実
に
、
正

確
に
読
む
こ
と
が
重

要
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
原
文
に
基
づ
い

た
新
た
な
提
起
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
中
国
と
日
本
の
歴
史
的
状

況
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
日
の
日
本
の

歴
史
や
文
化
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

こ
と
で
、
面
白
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
（
中
河
内
支
部

浜

正
幸
）

中
河
内
支
部

中
国
地
理
や
政
治
経
済
を
学
ぶ

錯
綜
す
る
国
際
関
係
と
中
国
共
産
党
20
回
大
会

城
北
支
部
総
会

多
彩
な
発
言

か
が
や
け
憲
法
！
平
和
と
い
の

ち
と
人
権
と
『
お
お
さ
か
総
が
か

り
集
会
』
が
、
３
日
扇
町
公
園
で

開
か
れ
、
３
０
０
０
人
の
参
加
者

が
コ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
い
っ
せ
い

に
「
い
か
そ
う
憲
法
」
「
と
め
よ

う
大
軍
拡
」
の
ポ
テ
ッ
カ
ー
を
突

き
上
げ
ま
し
た
。

労
働
組
合
と
平
和
運
動
の
青
年

２
人
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
受

け
て
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
岡
野

八
代
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
が

「
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
平
和

が
た
い
せ
つ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

会
場
で
は
府
連
役
員
が
12
月
10

日
の
『
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
集

会
』
の
宣
伝
を
行
な
い
ま
し
た
。

か
が
や
け
憲
法

お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会

10
月
30
日
、
西
支
部
総
会
後
最

初
の
役
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

支
部
の
年
間
計
画
や
課
題
を
確

認
し
あ
う
中
、
議
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る

「
日
中
つ
な
ぐ
文
化
の
集
い
」

（
エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館
）
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

西
支
部
に
は
多
才
な
会
員
の
方
々

が
多
く
、
つ
ど
い
で
は
「
太
極
拳

表
演
」
「
詩
吟
」
「
中
国
語
で
合

唱
」
な
ど
で
出
演
を
決
め
、
練
習

も
始
ま
り
ま
し
た
。
「
絵
画
」

「
切
り
絵
」
「
俳
句
」
の
展
示
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

『
私
た
ち
が
主
役
で
す
、
脇
役
で

す
、
観
客
で
す
』
協
力
券
を
買
っ

て
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
西
支
部

平
澤
京
子
）

私
た
ち
が
主
役

「
文
化
の
つ
ど
い
」

の
成
功
を

１
．
ト
ラ
ン
プ
顔
負
け
の
バ

イ
デ
ン
政
権
対
中
包
囲
戦
略

２
．
世
界
の
対
話
と
融
和
を

重
視
す
る
国
々
の

中
国
へ
の
ま
な
ざ
し


